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事務局（局長） 

 

 

 

会 長 

 

事務局（局長） 

 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（専門員兼

農地係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

只今から、令和７年第５回大洲市農業委員会定例総会を開会いたしま

す。 

開会にあたりまして、幸野会長にご挨拶をお願いいたします。 

 

（会長挨拶） 

 

只今から議案審議に移ります。会議規則第３条により幸野会長に議事

進行をお願いいたします。 

 

これより本日の会議を開きます。 

出席委員は農業委員１９名中１５名、推進委員２０名中１７名で定足

数に達しておりますので、総会が成立していることをご報告いたします。 

本日、２番 吉岡きみ子委員、６番 須藤賢一委員、８番 森岡芳文

委員、１３番 矢野正祥委員、１５番 平井城太郎委員、１９番 池田

雄一委員、３３番 坂幹幸委員より欠席の報告を受けております。 

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 

まず、日程第１ 議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員に、９番 菊地正夫委員と１１番 二宮康壽委員を指

名いたします。 

次に、日程第２ 書記の指名を行います。 

本日の会議の書記に、事務局の𠮷田書記を指名いたします。 

それでは、日程第３ 議案審議に入ります。 

まず、議案第２８号『農地法第３条の規定による許可申請について』

を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案書の１ページをご覧ください。 

１番は、西大洲字椎ノ森の畑１筆１２５．００㎡について、譲受人が、

空き家バンクに登録された物件付近の農地をあわせて取得し、新たに耕

作管理を始めるものです。 

所有権移転後は、野菜を栽培する計画です。 

農業は、譲受人家族が年間を通して従事します。 

２番は、阿蔵字三反田の畑３筆１，４７３㎡について、譲受人が経営

規模の拡大を図るため、申請地を取得するものです。 

所有権移転後は、果樹を栽培する計画です。 

農業は、譲受人家族が年間を通して従事します。 

３番は、田口字河内の畑２筆・２６２㎡について、譲受人が経営規模

の拡大を図るため、申請地を取得するものです。 

所有権移転後は、果樹を栽培する計画です。 

農業は、譲受人家族が年間を通して従事します。 

４番は、柴の畑４筆１，９４８㎡について、譲渡人が県外在住で耕作

管理が困難なため、譲受人が申請地を取得し新たに耕作管理を始めるも

のです。 

所有権移転後は、野菜や果樹を栽培する計画です。 

農業は、譲受人本人が年間を通して従事します。 

５番は、長浜町櫛生の樹園地１筆５，４６４㎡について、譲受人が経

営規模の拡大を図るため、申請地を取得するものです。 

所有権移転後は、果樹の栽培をする計画です。 

農業は、譲受人本人が年間を通して従事します。 
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議 長（会長） 

 

 

 

１番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

５番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、５件のご審議をよろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。 

１番。 

 

１番、２番案件について、続けてご説明いたします。 

議案説明資料は、２ページを参考にしてください。 

１番案件は、売買による所有権移転です。 

申請地は、愛媛県立大洲高等学校から南西へ約２４０ｍのところにあ

る農地です。 

先月２１日に、事務局職員と現地確認を行いました。 

申請地は一部雑草が生えておりますが、今後、譲受人が整備を行い、

耕作管理していくとのことです。 

今回、申請地を取得するにあたって、譲受人より、空き家バンク制度

を利用して土地・家屋と農地を購入することになっており、今後はさつ

まいもなどを栽培したい旨の新規営農計画書が提出されております。 

今後は、家族で耕作管理を行うとのことですので、今後の耕作状況を見

守っていくこととします。 

続きまして、２番案件についてご説明します。 

議案説明資料は３ページを参考にしてください。 

２番案件は、売買による所有権移転です。 

申請地は、大洲市立喜多小学校から西へ約１．１㎞のところにある農

地です。 

先月２１日に、事務局職員と現地確認を行い、申請地には柿や栗が植

えられており、良好に管理されていることを確認しました。 

譲受人は、家族で年間を通して農業に従事しており、今後も果樹の栽

培を行うため、耕作管理に問題はないと考えます。 

そのほかの調査結果については、議案説明資料に記載のとおりで、１

番案件、２番案件ともに、農地法第３条第２項の第１号関係から第６号

関係までの規定に該当する事項はありません。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

３番。 

 

３番案件について、ご説明いたします。 

議案説明資料は４ページを参考にしてください。 

３番案件は、売買による所有権移転です。 

申請地は、大洲市立大洲北中学校から南へ約２００ｍのところにある

農地です。 

先月２１日に、事務局職員と現地確認を行い、申請地には梅が植えら

れており、良好に管理されていることを確認しました。 

譲受人は、家族で年間を通して農業に従事しており、今後も果樹の栽

培を行うため、耕作管理に問題はないと考えます。 

そのほかの調査結果については、議案説明資料に記載のとおりで、農

地法第３条第２項の第１号関係から第６号関係までの規定に該当する事

項はありません。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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議 長（会長） 

 

３１番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

２６番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

４番。 

 

４番案件についてご説明いたします。 

議案説明資料は５ページを参考にしてください。 

４番案件は、売買による所有権移転です。 

申請地は、養護老人ホームさくら苑から北西へ約５００ｍのところに

ある農地です。 

先月２２日に、事務局職員と現地確認を行い、申請地には柿や栗、梅

等が植えられており、良好に管理されていることを確認しました。 

今回、申請地を取得するにあたって、譲受人より、今後は野菜や果樹

等を栽培する旨の新規営農計画書が提出されております。 

譲受人は地域おこし協力隊として、青年農業者等との関わりなどから

農業を学んでおり、今後は、本人が年間を通して農業に従事するとのこ

とですので、今後の耕作状況を見守っていくこととします。 

そのほかの調査結果については、議案説明資料に記載のとおりで、農

地法第３条第２項の第１号関係から第６号関係までの規定に該当する事

項はありません。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

５番。 

 

５番案件について、ご説明いたします。 

議案説明資料は６ページを参考にしてください。 

５番案件は、贈与による所有権移転です。 

申請地は、櫛生コミュニティセンターから北東に約１．２㎞のところ

にある農地です。 

先月２２日に、事務局職員と現地確認を行い、申請地にはキウイフル

ーツが栽培されており良好に管理されていることを確認しました。 

譲受人は、現在も果樹などを栽培しており、今後も本人が年間を通し

て農業に従事するとのことであり、耕作管理に問題はないと考えます。 

そのほかの調査結果については、議案説明資料に記載のとおりで、農

地法第３条第２項の第１号関係から第６号関係までの規定に該当する事

項はありません。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

地元委員からの報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可することに

ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可することに決定いた

しました。 

次に、議案第２９号『農地法第４条第１項の規定による許可申請につ

いて』を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 
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事務局（専門員兼

農政係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

 

２２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議案第２９号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」

ご説明いたします。 

議案書２ページ並びに議案説明資料の７ページから１０ページをあわ

せてご覧ください。 

１番、手成の土地１筆です。 

申請地は、自宅から遠く、傾斜があるので農業用機械が入らず、耕作

が困難なため、杉及び桧を植林して、山林として管理するものでありま

す。 

本案件につきましては、昨年１１月の第１１回定例総会で農用地区域

の除外についてご審議いただきました案件であり、農振法第１２条公告

がなされています。 

申請地は、議案説明資料８ページ及び９ページの位置図において赤色

の箇所となっており、大洲市内中心部から北に約７．９㎞のところに位

置し、付近には公共施設等がなく、一定規模以上の農地の集団性がない

生産性の低い農地であることから、第２種農地と判断いたしました。 

一般基準の各審査項目につきましては、議案説明資料７ページをご確

認ください。 

以上１件です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。 

１番。 

 

１番案件について、調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の７ページから１０ページをご覧ください。 

本件は、昨年の１１月に開催されました第１１回定例総会の議案第６

６号「農業振興地域整備計画の変更について」におきまして、農地転用

を前提とした農用地区域の除外を審議した案件となっております。 

調査結果は、第１１回定例総会でご説明いたしましたとおり、立地基

準、一般基準において、どちらもその時の状況と変わっておりませんの

で、調査報告書記載のとおり問題ないものと思われます。 

また、周辺農地等への影響につきましては、申請地は周囲を河川及び

自己所有地に囲まれており、各項目につきまして適当と思われることか

ら、特に問題ないものと考えます。 

なお、既に当該土地の一部は、植林をされており、違反転用になって

いることから始末書が提出されております。 

よって、本件は、農地法第４条第２項の各号には該当しないため、許

可相当であると考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

地元委員から報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可相当として

送付することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 
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議 長（会長） 

 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定いたしました。 

次に、議案第３０号『農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて』を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第３０号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」

ご説明いたします。 

議案書３ページ並びに議案説明資料１１ページから２１ページまでを

あわせてご覧ください。 

１番、若宮の土地２筆合計９９９㎡の案件は、譲受人が事業を行うに

あたり、申請地は住宅地として需要が見込まれるため、宅地造成して分

譲事業を行うために、売買により取得しようとするものです。 

農地区分は、大洲市中心部から北北東に約１．４㎞のところに位置し、

都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域（第一種住居地域）

内にある農地であることから、第３種農地と判断しております。 

したがいまして、立地基準には適合しており、一般基準についてご審

議をお願いいたします。 

なお、本申請地の一部は、露天の貸駐車場としている違反転用の状態

です。これについて譲渡人から始末書が提出され、反省しておりますの

で、追認していただきますようお願いいたします。 

２番、田口の土地１３８㎡の案件は、譲受人世帯は、現在借家で居住

しているが、子供の成長に伴い手狭で不便なため、申請地を取得して自

己住宅を建築しようとするものです。 

農地区分は、大洲市中心部から北東に約４．８㎞のところに位置し、

農地の一定規模以上の集団性や公共施設等も近くになく、生産性の低い

農地であることから第２種農地と判断しております。 

したがいまして、立地基準の代替性と一般基準について、ご審議をお

願いいたします。 

３番、菅田町大竹の土地１４８㎡の案件は、譲受人が事業拡大を行う

にあたり、新たに事業用地が必要となったため、申請地を取得して型枠

置場にしようとするものです。 

農地区分は、大洲市中心部から東南東に約２．３㎞のところに位置し、

農地の一定規模以上の集団性や公共施設等も近くになく、生産性の低い

農地であることから第２種農地と判断しております。 

したがいまして、立地基準の代替性と一般基準について、ご審議をお

願いいたします。 

以上３件でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。 

１番。 

 

吉岡きみ子委員より報告書を預かっておりますので代読いたします。 

それでは、１番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の１１ページから１４ページを、参考にしてください。

申請地は１２ページの位置図のとおり、ＪＲ伊予大洲駅から東へ約２０

０ｍに位置する農地になります。 
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議 長（会長） 

 

５番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、立地基準については、事務局説明のとおり第３種農地であり、

特に問題ないものと思われます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

しだい自己資金にて着工したいとのことであり、問題ないものと思われ

ます。 

また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、１３ページの地番地

目図のとおり、申請地に隣接する農地がありますが、隣接農地所有者の

同意を得ているとのことであり、特に問題ないものと思われます。 

よって本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、また、

違反転用に関しましては、譲渡人より始末書が提出され、反省している

ようですので、追認許可はやむを得ないものと考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

２番。 

 

２番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の１５ページから１８ページを参考にしてください。申

請地は 

１６ページの位置図のとおり、大洲市立大洲北中学校から東北東へ約

９００ｍに位置する農地になります。 

まず、立地基準については報告書記載のとおりであり、特に問題ない

ものと思われます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

しだい自己資金及び借入金にて着工したいとのことであり、問題ないも

のと思われます。 

また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、１７ページの地番地

目図のとおり、隣接に農地はありませんので、特に問題ないものと思わ

れます。 

よって本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許可

相当であると考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

３番。 

 

矢野正 委員より報告書を預かっておりますので代読いたします。 

それでは、３番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の１９ページから２１ページを参考にしてください。 

申請地は、２０ページの位置図のとおり、松山自動車道大洲冨士イン

ターチェンジ宇和島方面登り口から南西へ約８００ｍに位置する農地に

なります。 

まず、立地基準については報告書記載のとおりであり、特に問題ない

ものと思われます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

しだい自己資金にて着工したいとのことであり、問題ないものと思われ

ます。 

また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、２１ページの地番地

目図のとおり、申請地の隣接に農地がありますが、隣接農地所有者の同

意を得ているとのことであり、特に問題ないものと思われます。 

よって本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許可
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議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

事務局（専門員兼

農地係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（専門員兼

相当であると考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

地元委員から報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可相当として

送付することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定いたしました。 

次に、議案第３１号『農地法第６条第１項の規定による農地所有適格

法人報告について』を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第３１号について、ご説明します。 

議案書４ページをご覧ください。 

当議案では、前年度の事業状況報告がありました農地所有適格法人に

ついて、要件を満たしているかご審議をお願いするものです。 

要件については、前のスライドに表示しておりますので参考にしてく

ださい。 

１番 有限会社ふじブドウ園は、主にぶどうの栽培を行っています。 

①「法人組織」は特例有限会社、②「事業の限定」は生産する農畜産

物及びその関連する事業等のすべてが農業による売上であります。 

③「構成員の資格」は２名で、④の「経営責任者の要件」は執行役員

３人中２人が農業常時従事者であり、かつ年間６０日以上農作業に従事

しております。 

以上、１件の報告書等を確認しましたところ、議案書に記載のとおり、

農地所有適格法人の要件を備えているものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（意見なし） 

 

特にご質疑もないようですので、報告書の内容については承認するこ

とにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、報告書の内容については承認することにする

ことに決定いたしました。 

次に、議案第３２号『非農地証明について』を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第３２号「非農地証明について」ご説明いたします。 



8 

農政係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

 

３２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

事務局（専門員兼

農政係長） 

 

 

 

議案書５ページ並びに議案説明資料２２ページから２６ページまでを

あわせてご覧ください。 

１番、肱川町宇和川の土地３筆合計１，５９８㎡の案件は、自然潰廃

（２０年以上耕作放棄）し、また、転用（植林に限る：２０年以上経過）

し、復旧が著しく困難ということで、申請があったものでございます。 

申し出によりますと、申請地のうち登記地目が畑の農地については、

急勾配な斜面であり、耕作管理が非効率であったため、昭和６０年頃に

亡父が植林し、また、登記地目が田の農地については、平成６年に父が

亡くなった後は、居住地が遠方なため耕作管理ができず、耕作放棄した

結果、自然潰廃して雑木が繁茂しており、各申請地について、農地とし

て復旧することが著しく困難となったとのことでございます。 

以上、１件でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。 

１番。 

 

１番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の２２ページから２６ページを参考にしてください。申

請地は２３ページの位置図のとおり、上小薮集会所から約１００ｍから

７００ｍまでの範囲に位置する農地になります。 

４月１８日に事務局担当者と現地確認を行いました。 

申請者の申立て、現地調査による樹木の生育状況や土地の荒廃状況な

どから、少なくとも植林又は耕作放棄から２０年以上経過しているもの

と推察することができ、農地への復旧には開墾と同程度の労力が必要で

あると考えられることから、復旧は著しく困難と思われます。 

よって本件は、非農地と判断して差し支えないと考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

地元委員から報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、この証明願に係る土地については非

農地と判断し証明書を交付することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、この証明願に係る土地については非農地と判

断し証明書を交付することに決定いたしました。 

次に、議案第３３号『農業振興地域整備計画の変更について』を議題

といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第３３号「農業振興地域整備計画の変更について」をご説明いた

します。 

議案書６ページ及び議案説明資料の２７ページから３５ページまでを

あわせてご覧ください。 

今回は、農用地区域への編入２件及び農用地区域からの除外１件でご
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議 長（会長） 

 

 

 

９番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

ざいます。 

はじめに、農用地区域編入関係です。 

１番、長浜町今坊の土地１筆５５６㎡の案件は、中山間地域等直接支

払制度対象農地周辺に存在する優良農地であり、隣接する農地と一体的

に生産の振興と農地の保全を図るため編入をするものです。 

２番、長浜町出海の土地１筆３，９２８㎡の案件は、中山間地域等直

接支払制度対象農地周辺に存在する優良農地であり、隣接する農地と一

体的に生産の振興と農地の保全を図るため編入をするものでございま

す。 

編入２件、２筆計４，４８４㎡となっております。 

次に、農用地区域除外関係です。 

１番、野佐来の土地、２筆計４９㎡の案件は、申出者の家族構成の変

化により、新たな住宅及び駐車場が必要となり、これらの建設を計画し

ているため、除外の計画変更をしようとするものです。 

除外後の農地区分は、大洲市中心部から南に約４．２㎞の所に位置し、

農地の一定規模以上の集団性や公共施設等も近くになく、生産性の低い

農地であることから第２種農地と判断しております。 

除外１件、２筆計４９㎡となっております。 

以上、編入２件、除外１件でございます。ご審議のほど、よろしくお

願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。 

１番。 

 

１番案件について、調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の３１ページから３５ページをご覧ください。 

まず、立地基準である第２号の「代替性要件」につきましては、報告

書記載のとおりであり、問題ないものと考えます。 

次に、一般基準である「転用の確実性」につきましては、申出人は、

家族構成の変化により、新たな住居が必要となったため、自己住宅及び

駐車場を建設しようとしているため、問題はないものと思われます。 

なお、既に当該土地及び一体利用地は、自己住宅及び駐車場として利

用されており、違反転用になっていることから始末書が提出されており

ます。 

また、「周辺農地等への影響」につきましては、申請地のうち、自己

住宅の周囲については市道及び住宅地に囲まれており、また、駐車場は

農地に隣接しているものの高低差があるため、各項目につきまして適当

と思われることから、問題ないと考えます。 

よって、本件は、農地法第４条第２項の各号には該当しておらず、転

用許可相当として、農業振興地域整備計画の農用地区域からの除外につ

いてはやむを得ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

地元委員から除外についての報告がありましたが、編入・除外につい

て何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（専門員兼

農政係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

 

事務局（専門員兼

農政係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

特にご質疑もないようですので、原案のとおり農用地区域から除外す

ることにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、原案のとおり認めることにいたします。 

次に、議案第３４号『納税猶予に係る引き続き農業経営を行っている

旨の証明について』を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第３４号「納税猶予に係る引き続き農業を行っている旨の証明に

ついて」ご説明します。 

議案書は７ページを、議案説明資料は３６ページをご覧ください。 

租税特別措置法第７０条の４第１項又は第７０条の６第１項の規定に

基づき、贈与税又は相続税の納税猶予の適用の特例を受けている者が、

その特例の適用を継続して受けるために３年ごとに税務署に納税猶予の

継続届出書を提出する必要があり、その添付書類として、農業を引き続

き行っている旨の農業委員会の証明書を提出する必要があります。 

この議案は、申請者が引き続き農業経営を行っていることを証明する

ことについて、ご審議いただくものです。 

１番は、若宮の申請人です。 

申請農地は、若宮にあります３筆で計１，７２２㎡になります。納税

猶予の種類は相続税となっており、相続日は平成２４年８月５日となっ

ております。 

対象の農地につきましては、全て耕作管理されておりました。 

以上、１件です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。 

１番。 

 

吉岡きみ子委員から報告書を預かっておりますので代読させていただ

きます。 

１番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の３６ページを参考にしてください。申請地は３６ペー

ジの位置見取図のとおり、若宮コミュニティセンターを中心として約４

０ｍから２５０ｍまでの範囲内に点在する農地３筆になります。 

申請人は、主に野菜を栽培しております。 

４月２１日に事務局担当者と現地確認を行い、対象農地は、畑として

耕作されており農業が行われていることを確認しました。申出によると、

玉ねぎなどの野菜や梅を栽培されているようです。 

対象農地を利用し、農業経営を行っていることから、この証明書の交

付については問題ないと考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

地元委員から報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 
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議 長（会長） 

 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

事務局（専門員兼

農地係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にご質疑もないようですので、この証明願に係る土地については引

き続き農業経営を行っている旨の証明書を交付することにご異議ありま

せんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、この証明願に係る土地については引き続き農

業経営を行っている旨の証明書を交付することに決定いたしました。 

次に、議案第３５号『令和６年度農業委員会の農地利用の最適化の推

進の状況その他事務の実施状況の公表について』と議案第３６号『令和

７年度最適化活動の目標の設定等について』は一括して議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第３５号「令和６年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状

況その他事務の実施状況の公表について」と議案第３６号「令和７年度

最適化活動の目標の設定等について」を、一括してご説明いたします。 

議案書８ページから１６ページまでを、ご覧ください。 

この２つの議案につきましては、先月の定例総会において、協議事項

として挙げさせていただきましたが、この内容につきまして、委員の皆

様から格別ご意見もありませんでしたので、ここに記載しておりますと

おり、今後、愛媛県を通じて中国四国農政局へ報告させていただきます。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を原案のとおり決定することに

ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は原案のとおり決定することにいたしま

す。 

次に、議案第３７号『農用地利用集積等促進計画案への意見聴取につ

いて』を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案書１７ページをご覧ください。 

本案件につきましては、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９

条第３項の規定により、大洲市長より農業委員会に対して、農用地利用

集積等促進計画案に対する意見を求められたため、農業委員会の意見を

決定するものです。 

貸し手、借り手、土地の所在その他、各計画内容につきましては、記

載のとおりです。 

今回の概要は、利用権設定のうち賃貸借の件・筆数が３８件・７４筆、

利用権設定９６，３２６㎡、使用貸借の件・筆数が２６件・２６筆、利

用権設定２４，６５４㎡で、議案書３５ページに記載のとおり、合計利
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議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

用権設定の件・筆数が６４件・１００筆、利用権設定の総面積は１２０，

９８０㎡です。 

問題なければ意見について特になしと回答することとしたいと考えて

おります。 

説明は以上です。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご意見はありませんか。 

 

（意見なし） 

 

特にご意見もないようですので、本案を原案のとおり意見なしとして

市長へ答申することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案を原案のとおり意見なしとして市長へ答

申することに決定にいたしました。 

以上で、本日の定例総会に提案しました議案のすべての審議が終了い

たしましたので議事を閉じることにいたします。 

 


